
 

国　産
（生産）

輸　入
（需要）

内米国大豆
（輸入）

昭和30年 507 767 570

31 455 667 536

32 459 846 604

33 391 951 777

34 426 1,073 951

35 418 1,081 1,091

36 387 1,176 1,102

37 336 1,284 1,126

38 318 1,617 1,314

39 240 1,607 1,322

皆さんの食卓にある「植物性マーガリン」が「大豆油マーガリン」という名称に

なっていたかもしれないことをご存知ですか。 話は今から 52 年前の昭和 30

年頃へと遡ります。 その当時のわが国の大豆の需要は右表のようなテンポ

で進んできていました。 昭和 31 年 4 月に日米大豆調査会（専務理事林静氏）

が発足。 日本における米国大豆の市場開発運動を行なっていました。 アメ

リカ大豆増産による市場開拓の必要と、その油が植物性マーガリンの配合原

料として適質であることから、米官民が当時急成長を見ていた日本のマーガリ

ン業界に着目したからで、日米大豆調査委員会を通してこの売込みが計られ

たのです。 この運動は 39 年春、日米大豆調査委員会から協同組合に打診

のかたちで持ち込まれました。 →次号に続く  （月島食品工業㈱社史より抜粋）  

単位（1000 トン）
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アメリカ大豆協会 発行  

HP: HUhttp://www.asaimjapan.org/U 

食品大豆 担当: 立石雅子  

E-mail: HUmailto:asamt@gol.com

Food Soybean:  Masako Masi Tateishi 
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■ アメリカ大豆協会は、国際協調のもとに大豆の 

健康効果などを科学的に検討・評価する産学協同 

型の新組織「大豆機能研究会（SNIJ = Soy Nutrition 

Institute Japan」の第 2 回幹事会に参加しました。 出席者は  

SNIJ の代表で国立健栄研の所長でもある渡邉昌教授, 石見

佳子先生をはじめとする大学の研究者、不二製油、フジッコ、

大塚製薬、ニチモウ、ニチレイフーズ他が集まりました。 SNIJ

では今後幅広い年齢層に向けての大豆の普及活動に励んで

行く事が話し合われ、大豆食品業界支援の一環として当会が

作成した大豆のまんが PR 小冊子「大豆のおかげ」 （渡邉昌

先生監修）の新発行のお知らせ等もありました。 当冊子は

11/15開催予定のASAアメリカ大豆コンファレンスのトレードシ

ョー（SNIJ ブース）にても配布予定です。 尚、現在、SNIJ の会

員数は60名、賛助会員は22社です。 本ニュースレターに会員

参加の申し込書を同封・添付致しますので加入にご興味のあ

る方は是非ご検討ください。 詳細につきましては下記 SNIJ

事務局 まで。  問い合わせ先： （独） 国立健康・栄養研究所  

石見・渡邊 FAX:03-3203-5761   

E-mail: ishimi@nih.go.jp 

■ アメリカ大豆協会は、毎年夏に開催してきました食 

品大豆セミナーを「アメリカ大豆コンファレンス」と称し、

来る 11 月 15 日に恒例の品質展望コンファレンスと同時  

開催いたします。詳細は

ASA ホームページの下記

URL（最下段）を閲覧下さ

い。 今年は、食品大豆の

需 給 見 通 し や 本 年 産 の

Non-GMO/食品大豆の品

質にも触れます。 また、

全国納豆共同組合連合会

（笹沼 隆史会長）青年同

友会委員長の相沢勝也氏

からは9/11-18に実施した

アメリカ食品大豆視察ツア

ーの報告をしていただく予

定です。 皆様のご参加 

をお待ちしております。 申し込先： asatokyo@gol.com 
概要： http://www.asajapan.org/topics/news/news_100.html 
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イリノイ州 食品大豆 
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 アアアメメメリリリカカカ大大大豆豆豆協協協会会会－－－世世世界界界ののの活活活動動動プププロロログググラララムムムののの紹紹紹介介介      

(
 

  昔昔昔話話話：：： 「「「植植植物物物性性性マママーーーガガガリリリンンン」」」のののはははなななししし   そそそののの１１１   

大豆ブレッドを食べる

アフガンの子供達

シエラレオネ共和国

大豆油の配給

 
 

HHIIVV//AAIIDDSS栄栄養養ププロロググララムム

マラリア患者施設

  
ジンバブエ： HIV・AID、

(WWWIIISSSHHHHHH   ==  WWWoorrlldd   IIInniittiiaattiivvee  ffoorr  SSSooyy  iinn  HHHuummaann  HHHeeaalltthh))     
=人の健康に果たす大豆の役割を世界に宣揚するプログラム   

      

世界の飢餓人口は 8 億 5000 万人以上、毎日約 3 万人の 

子供達が餓死しているという。 アメリカ大豆協会の WISHH 

プログラムは今後人口増加が予想されている発展途上国の 

飢餓に苦しむ貧困・低所得者層地域の人々の栄養状態を改善 

し持続可能な経済成長を援助するための活動を行っている。 USDA （米国農

務省）や USAID （米国際開発庁）から活動資金のバックアップを受けた官民パ

ートナーシップであり、米大豆食品業界大手は近年アフリカで “南部アフリカ

大豆アライアンス”と呼ばれる新規提携を結んだ。 ソレイ、ナチュラル・プロダ

クツ、ホワイトウェーブ・フーズ／シルク・ソイミルク、ソヤテック、ヘイン・セレス

ティアルグループ他が参加企業。 WISHH プログラムは現在、アジア、ラテンア

メリカ、アフリカを中心とする世界 23 カ国で活動している。  

WISHHプログラムのホームページ →  http://wishh.org/news/index.html

日日日本本本にににおおおけけけるるる大大大豆豆豆需需需要要要   （（（昭昭昭和和和 333000 年年年代代代）））

 

   

`06 現在    225       4,037      3,220  


